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第 1 報では，炭素，ケイ素と同族のゲルマニウムについて (CH3)4-nGe (OCH= CH2)π の合成とその






特に著し p ことが明らかとなった。ジー， トリーピニロキシゲルマンのラジカル重合では，六員環の
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ほかに，五員環を多く含む環化重合が起こっていることがわかった。
第 E報では，ホウ素について， PhB(OCH=CH2)2 (DVOB) , Ph(OCH=CH2) Cl (VOBCl) を合




この点 DVOB は，特異な非共役ジピニルモノマーである。また，誘導した PVA は，シンジオタクト
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度の低い(約15% )ものであった口次にカチオン重合したポリマーは，高度に架橋しており，不溶性であ
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に誘導できた。誘導した PVA は，いずれもシンジオタクトであり，特に一780C で重合したものは，
これまでに知られている最高のシンジオタクト度 (85~90%) であった。シンジオタクト PVA およ
びその誘導体について若干の性質を調べた。
論文の審査結果の要旨
CH2 = CH 0 -Metal型の化合物の中では，従来 Si についてのみその重合挙動がしらべられている。








各化合物について得られた特長を列挙すると次の通りである。第 1 章での (CH3)4-n Ge (OCH = CH2)π 
(η= 1 ~3) の重合性は中心元素がCおよび Si の場合とよく似ている。第 2 章の Bのピニロキシ化合
物で、は， R2 BOCH = CH2 の高いラジカル重合性が特異であり，そのポリマー構造も脱離環化を伴う
ものであった。また， Ph B(OCH= CH2)2 のラジカル重合では 6員環への完全環化重合が行われる珍
らしい例であることがわかった。第 3 章の AI のピニロキシ化合物では，通常二量体として存在し重合
不活性であるが，電子供与体の存在下では一部解離してカチオン重合を行うことを認めた。また，容
易に高度にシンジオタクトなポリマーを与える興味深しミモノマーであることを見出している。
以上のように木田君の研究は未開拓の一群のピニルモノマーについて合成を行しにその重合挙動を
明らかにしたものであり，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
- 22-
